
 

豊川市環境基本計画 2020 改訂版（案）の意見募集結果と市の考え方 

提出された意見等の要旨、意見等に対する市の考え方は次のとおりです。 

なお、提出された意見等は公表が原則ですが、本案件と関係のない意見、単

に賛否の結論だけを示した意見、第三者を誹謗中傷する意見等については、そ

の要旨及び市の考え方は示しません。 

項目：計画全般に関すること 

No. 意 見 等 の 要 旨 市 の 考 え 方 

１ 
脱炭素はやった方がいいとは思う

が、他分野との優先度やコスト対効果
を考えているのか。コスト対効果で検
討して欲しい。 

脱炭素に関する施策は、他分野の施
策との優先順位やコスト面を考慮して
実施していきます。二酸化炭素排出量
の削減状況や事業の進捗状況について
も効果検証をしてまいります。また、
今回の中間見直しにおける改訂は、国、
県の目標値に沿った計画改訂となって
おり、各施策につきましても限られた
予算の中で目標達成を目指しておりま
すので、ご理解をお願いします。 
 

２ 
海や川の汚れ、自然環境や汚染の問

題には、ＥＭ（有用微生物群）がいい
と思います。 

農地や水環境の改善に使用される事
例もあることから、環境分野での有効
活用もこれから研究していきたいと思
います。 

項目：第 6 章 地域脱炭素ロードマップに関すること 

No. 意 見 等 の 要 旨 市 の 考 え 方 

３ 
本編 P87 概要版 P11（重点プロジ

ェクト 3） 
市内に広がる森林（針葉樹林・広葉

樹林・混交林）は、一見雑然としてい
ても、生物多様性・山地土壌保全の観
点からは価値の高い森林である場合も
あるため、「樹木は成長過程で多くの
二酸化炭素を吸収しますが、雑然とし
た不健康な森林では十分な効果は期
待できません。」を「適正な管理が行
われない不健康な森林では十分な効果
は期待できません。」に修正したほう
がよい。また、市内の森林の多くは市
町村の森林整備計画の対象から外れ
ており、適切な計画の立案と実行管理
の課題もあります。 

 

「雑然とした」＝「不健康な」と捉
えられる表現になっていたため、「樹
木は成長過程で多くの二酸化炭素を吸
収しますが、適正な管理の行われてい
ない不健康な森林では十分な効果は期
待できません。」に修正いたします。 
森林整備を担当する部署とも情報を

共有し、市民団体や事業者と連携して
適正な管理を実施していくことを検討
したいと考えております。 
 

４ 
本編 P87 概要版 P11（重点プロジ

ェクト 3） 
市内森林整備（間伐等）の主体別の

事業規模の大きさは、愛知県、豊川市

ご指摘のとおり行政も関わるため、
「現在、市民団体、事業者、行政等に
よって健康的な森林育成に向けた取組
が進められ、間伐で発生した木材等も



 

または造園・土木業等の民間事業体、
市民団体の順であるため、「現在、市
民団体等を中心に健康的な森林育成
に向けた取組が進められ、間伐で発生
した木材等も有効活用が進められてい
ます。」を「現在、行政、事業体、市
民団体等を中心に～」に修正したほう
がよい。 
 

有効活用が進められています。」に修
正いたします。 

５ 
本編 P87 概要版 P11（重点プロジ

ェクト 3） 
今後の森林整備は、長期的な視野を

持った上で、市民や企業との連携も視
野に入れた実施体制を目指すべきと思
うことから、「これらの取組を行政と
して、積極的に支援し、健康的な森林
の育成を推進します。」を「これらの
取組を、地域森林管理の担い手である
市民、事業体等と連携しながら行政と
して、積極的に支援し、健康的な森林
の育成を推進します。」に修正したほ
うがよい。 

 

ご指摘のとおり市民や企業との連携
も重要と考えるため、「健康的な森林
育成の取組を、地域森林管理の担い手
である市民や事業者と連携しながら、
行政として積極的に支援し、健康的な
森林の育成を推進します。」に修正い
たします。 

６ 
本編 P87 概要版 P11（重点プロジ

ェクト 3） 
上記№4 に伴い、■プロジェクトの

推進イメージ図の「事業者、市民団体
等を中心に事業実施」を「事業者、市
民団体、各主体を中心に事業実施」に
修正したほうがよい。 

 

 行政との連携も重要と考えるため、
「市民団体、事業者、行政を中心に事
業実施」に修正し、矢印図内の「市民・
事業者・行政の連携した森林育成の推
進」を「市民団体・事業者・行政の連
携した森林育成の推進」に修正いたし
ます。 

 


